
私は幼いLllから動物とスポーツが町きで、動物と一縮に

出来るスポーツの呆11に要く雄力を感じ、高校で3年 同馬

術干いに所属していました。そのことがきっ力寸)で、 自然と汚

来は好きなヽ関係の仕事にntきたぃと考え、BTC(に TTヽ

育成訓教センター)の 育成調教技li者迷成,Flケを経て、競

走馬育成の仕
rltに

城わるようになりました。

牧場でlllいていて感じる事ですが、牧場でlllく前は、未

来の活躍馬の有成に関われる明所という却J待ばかりが先行

していたように思いまf し かし、それは外兄の廊かしい部

分しか見えていなかっただけで、実際には十労するキの方

が多いような気がしていま丸 だからこそ、育成やレースな

どで馬が応えてくイをたRすの感じさや感動は、ひとしおに感じ

るのだと思いま先 今では告J!馬がレースにlⅢ走するJ=を

一番のモチベーションとして、馬の管理からlH教に日々 励ん

でいまi

これから牧場でlJlく人たちへのアドバイスとして、これま

でで一番大切だと思った事は、「向上フいを↑rに忘れなしJこ

とで丸 私は人に言われた車だけをこなすだけではなく、

最終的には、さらに自分でプラスαを探し、オリジナリテイー

を創造していくことが必要だと感じまれ 最初のうちは失敗

しても当たり,1ですし、多少の失敗はしてもいいと思いまれ

しかし、大切なのは、失敗の後に「じゃあ、どうする?J「今

回はこうしようJと いう向上心だと思いま丸 人によって手

段はいろいろだと思いますが、私は今でもうまくいかないけ

はしょうがないだとか馬のせいにするのではなく、「じゃあ、

どうする?Jと いう手を考え、何が足りないのかを日々考え

ながら、いくつものパターンをトライし、行日の仕事にあたっ
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ていまえ

最初のうちは希望に満ち流れⅢ〕上″し、をllっているけれど、

だんだんと向 に心の低下や悔心から努力を怠たり、他人の

思い所ばかりに日が行くようになりがちにはいますが、 いつ

まで経っても向上心を忘れ拭 他人の良いところを/Lつける

ことや、人の真似をすることで、 々 成長していってほしい

と思いまれ そうすれば、一兄変わらない日々 の付キ巾=米し

さを見つけⅢlせ、この仕事のやりがいを十分に感じて行日本

しくたLヨが出来るようになるのではないでしょうか。

【牧場紹介】

Tll在のll吻は、お々賀環tの信楽町にある「ノーザンファー

ムしがらきJ(lltt TC近 郊にあるノーザンファームの一施

設)で ,こ こでは、 レースとレースの合いjに帰って来る城

たヽの体送やトレーニングがメインのtL手となっていま丸

lJ舎の放は9廊合 (1厩 合に30ヽ房)で 、司Ⅲ教を行ってい

るコースは、 タペタの周戸コース(1用 900m)と ポリトラッ

クのJlt路コース亡純800m)の 21r flがぁりま九 牧場スタッ

フの年鮪層が若く、活気にあふれた職吻となっていまi

,「ζニユース



『さらなる成長を目指して』

小さい頃からH3が好きで、 r7にかかわる仕事がしたいと

思っていましたが、それが実現できるとは思いもせ拭 深く

ヽとかかわることのないまま‖会人になりました。しかし、

一念/Lt起329歳 で勤めていた会社を辞め、BTCの 育成前

教技術者4F成研1ケに入討しました。"j待とともに、多くが

ない男の子であろう研1夕こついてt対するのか、 という大きな

不安を抱えていたことをはっきりと覚えていまえ +F実、体

力的に一希劣っているのは一日慌然で、はじめは飼十の袋

を一人で持ち_Lげることもできませんでしたc琉 栞面でも人

一イキ習得に時‖Jがかかりました。だからこそ人よリー層努力

しなければ↓H)ないと、必クしにくらいついていた1年であっ

たように思いま丸 そんな私を最後まで兄捨てずに指導して

くださった教■はじめBTC、 JRA lt員の方 に々本当に感謝

していまれ もし研1ケに参加しなければ、たとえ牧場に就

Itできたとしても、今ほど馬と深くかかわるlllき方はできな

かったのではないでしょうか。

た成研1ケ1多了後はアイルランドll,1ケ(3ヵチJ田)に 参l」さ

せていただき、アイルランドのヽのはじ方を日の1打たり1こし

て大きなカルチャーショックを受けました。自分の阿定r‐Jlt念

がただの思い込みに過ぎないと感じ、そのお力寸デで考え方

が楽lJNになり机llをより広げることができました。

帰匹後はイ,谷「1牧場に就労し、 もうすぐ1年が祥とうと

していまれ 谷日牧場では育成汚だけでなく、生14部世1の

紫取4ヒH手、当歳やⅢ刈!育成の1技、 コ ンサイニングになど

様 な々ステージの馬を扱っているため怖広い業務に批わるこ

とができ、学ぶことだらけでとても充実した日々 を過ごせて

いまれ たとえば曳汚やrt見せなどは、切「1ケ時代に実習は

谷口牧場
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あったものの若馬で行うのはとても帥しいで坑 H予をリード

して、 馬に一日世いてもらうようにならな↓)メtばいけないσ)

ですが、なかなか上手くいかず)L戦の毎Hで丸 また、席

来に口しても■に抑えればよいのではなく、日向きや柔臥

性、後肢のlFX込などH3の反応やサ快態をより意識するようにな

りました。姉栞にしろ、 lJの扱い、作業についてまだまだ

木熟ですが、この1年で成長した部分もあり、それが自信

になりもっと余裕をllって馬に接することができるようにな

れば さ らなる成長の手がかりになるのではないかと思いま

i実 際にはいまだ自信より、ィく安なことの方が多いですが、

まずやるべきことをしっかりできるように頑張っていきまれ

〔牧場紹介】

l‐谷日牧賜 ("付ⅢⅢ町絵宙)は 育成部門である浦河育成セ

ンターと合わせて4カ所の本 分場 (約50"3,)で 、「心身と

もに丈夫な馬づくりJを テーマに、親子 1歳 月の昼松放牧

をメインとした生産 育 成とをりのコンサイエン久 そしてナ

チユラルホースマンシップを採り入れた人汚ともに安全な柳

致 ll教を行っていま丸 また、訓教施設は内馬場800mト

ラックとともにBTCの 各地設を利用していまf
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研修修了者からのメッセージ ④


